
鶴
岡
市
の
市
民
課
で
は
、

旧
市
町
村
ご
と
の
各
歳
別

男
女
別
の
人
員
集
計
表
を

年
２
回
、
３
月
末
と
９
月

末
の
数
字
に
つ
い
て
Ｈ
Ｐ

に
公
表
し
て
い
ま
す
。

９
月
末
の
人
口

平
成

年
９
月
末
の
０

29

歳
児
が
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
減
り
方
で
す
。

市
全
体
で
は
、
１
歳
児

に
比
べ
１
２
３
人(

△

・
14

１
％)

の
減
少
で
、
鶴
岡
地

域
が
１
０
８
人
（
△

・
16

３
％
）、
藤
島
地
域
が

人
10

（
△

・
２
％
）
の
減
少

17

が
目
立
ち
ま
す
。

極
端
な
少
子
化
の
進
行

は
、
学
校
統
廃
合
や
県
立

高
校
再
編
、
大
学
存
続
な

ど
に
波
及
し
、
社
会
の
活

力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

平
成
大
合
併
の
失
敗

と
バ
イ
オ
研
究
支
援

人
口
減
少
と
少
子
化
は

全
国
的
な
問
題
で
す
が
、

鶴
岡
市
は
平
成
大
合
併
に

よ
る
旧
町
村
の
衰
退
が
あ

り
、
平
成

年
度
か
ら
の

13

県
と
市
の

年
間
の
バ
イ

17

オ
研
究
支
援
が
、
若
者
の

雇
用
に
十
分
な
効
果
を
生

ん
で
こ
な
か
っ
た
問
題
が

あ
り
ま
す
。

温
泉
付
き
高
級
ホ
テ
ル

や
屋
内
遊
戯
場
な
ど
、
北

部
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
整

備
に
民
間
と
市
の
投
資
が

重
点
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
元
産
業
と
雇
用
増
加
に

ど
れ
だ
け
波
及
効
果
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
川
治
市
長
は
人
口
減

少
対
策
を
中
心
課
題
に

新
し
く
誕
生
し
た
皆
川

治
市
長
は
、
人
口
減
少
対

策
を
中
心
課
題
に
位
置
づ

け
る
と
し
て
い
ま
す
。

市
の
予
算
を
ハ
コ
モ
ノ

投
資
に
重
点
化
す
る
の
で

は
な
く
、
子
育
て
支
援
の

抜
本
的
な
強
化
と
、
農
業

や
地
元
産
業
の
地
域
経
済

循
環
、
市
民
負
担
の
軽
減

な
ど
、
市
民
の
所
得
を
引

き
上
げ
る
政
策
が
少
子
化

対
策
に
有
効
で
す
。
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東
郡
電
気
事
業
も
の
が
た
り

東
田
川
郡
電
気
事
業
の
偉
大
な
る
軌
跡

早
坂
清
輔
（
上
町
）

戦
争
と
配
電
統
制
令

日
本
は
太
平
洋
戦
争
に

突
入
し
、
国
防
国
家
体
制

と
電
力
国
策
要
綱
に
よ
っ

て
昭
和

年（
１
９
４
１
）、

16

配
電
統
制
令
を
公
布
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
組
合
経
営

に
係
る
電
気
事
業
の
一
切

の
施
設
を
、
東
北
配
電
株

式
会
社
に
出
資
及
び
譲
渡

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

組
合
営
電
気
事
業
の

廃
止
と
組
合
の
存
続

昭
和

年（
１
９
４
３
）、

18

公
益
事
業
の
使
命
達
成
に

努
力
を
払
っ
て
き
た
組
合

経
営
は

年
の
幕
を
閉
じ

33

た
。電

気
事
業
で
蓄
積
し
た

資
産
４
０
０
万
円
の
運
用

な
ど
に
よ
り
、
毎
年

万
25

円
も
の
配
当
収
入
が
あ
り
、

厚
生
施
設
の
確
立
を
図
り
、

郡
民
の
福
利
増
進
に
資
す

る
目
的
で
組
合
は
存
続
す

る
こ
と
に
し
、
昭
和

年
18

（
１
９
４
３
）
２
月

日
26

の
組
合
議
会
で
議
決
し
、

「
東
田
川
町
村
組
合
」
と

な
っ
た
。

組
合
の
新
使
命

戦
前
に
お
け
る
暗
渠
排
水
工

事(

工
藤
地
区)

「
東
田
川
町
村
組
合
」

の
使
命
は
次
の
７
項
目
で

あ
る
。

①
食
糧
増
産
に
関
す
る

施
策②

育
英
事
業
の
強
化

③
健
康
保
険
組
合
に
対

す
る
援
助

④
託
児
所
設
置
に
対
す

る
協
力

⑤
郡
在
郷
軍
人
分
会
連

合
会
の
援
助

⑥
組
合
町
村
に
対
す
る

利
益
配
分

⑦
新
事
業
経
営
の
研
究

機
関
の
設
置

電
気
事
業
の
歴
代
の

管
理
者
・
組
合
長

一
、
関
原
弥
里

郡
長

せ
き
は
ら
わ

た

り

（
明
治

／
８
～
大
正
３

31

／

)10二
、
中
田
重
吉

郡
長

（
大
正
３
／

～
９
／
９
）

10

三
、
朝
関
勇
雄

郡
長

（
大
正
９
／
９
～

／
３
）

12

四
、
菊
地
角
馬

郡
長

（
大
正

／
３
～

／
５
）

12

15

五
、
可
児
友
三

郡
長

（
大
正

／
５
～

／
６
）

15

15

■
東
田
川
郡
藤
島
町
外
27

ヶ
町
村
電
気
事
業
組
合

六
、
菅
原
九
左
ェ
門(

右

写
真)

押
切
村
（
大
正
15

／

～
昭
和
５
／

）

11

11

七
、
庄
司
猪
三
郎

広

瀬
村
（
昭
和
５
／

～
７

11

／
１
）

八
、
菅
原
九
左
ェ
門

押
切
村
（
昭
和
７
／
１
～

７
／
２
）

九
、
奥
山
良
平

狩
川

村
（
昭
和
７
／
２
～

／
19

２
）

平成29年9月末の旧市町村ごとの人口(0～15歳)

年齢 鶴岡 藤島 羽黒 櫛引 朝日 温海全体

0 553 48 55 52 17 23748

1 661 58 57 48 23 24871

2 643 69 69 54 21 31887

3 703 50 49 51 27 29909

4 654 64 65 57 16 36892

5 701 72 57 49 27 36942

6 754 64 62 53 23 43999

7 707 84 71 61 28 37988

8 734 77 66 64 36 431,020

9 765 99 66 59 22 431,054

10 739 83 74 64 33 451,038

11 797 93 69 58 33 631,113

12 744 93 57 53 30 431,020

13 775 93 77 56 35 641,100

14 805 106 79 69 27 601,146

15 897 103 88 64 29 511,232

鶴岡市住民基本台帳から



秋
雨

し
ゆ
う
う

月
９
日(
木)
の
朝
日

11
新
聞
の
駒
野
剛
「
ザ
・
コ

ラ
ム
」
は
「

月

日
、

10

21

東
京
は
雨
だ
っ
た
。」
と
い

う
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て

い
る
。

「
現
在
、
東
京
五
輪
に

向
け
て
新
国
立
競
技
場
が

建
設
中
の
地
に
明
治
神
宮

外
苑
競
技
場
が
あ
っ
た
。

午
前
９
時

分
か
ら『
出

20

陣
学
徒
壮
行
会
』
が
始
ま

っ
た
。

観
兵
式
行
進
曲
に
従
い
、

地
面
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ

て
進
む
、
８
列
縦
隊
、
１

列
１
０
０
人
の
隊
列

、
32

約
２
万
５
千
人
。」

訓
示
は
時
の
首
相
東
条

英
機
。
大
学
生
ら
を
戦
地

に
送
っ
た
学
度
出
陣
で
あ

る
。壮

行
式
は
外
苑
だ
け
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
、

仙
台
な
ど
の
他
、
外
地
の

台
湾
、
満
州
で
も
開
か
れ

て
い
た
。

大
阪
で
は

月

日
に

11

16

出
陣
学
徒
と
激
励
の
女
子

生
徒
ら
１
万
３
千
人
余
が

中
之
島
公
園
に
集
合
。
繁

華
な
街
中
を
ミ
ナ
ミ
方
向

へ
行
進
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

同
日
の
朝
日
大
阪
版
の

夕
刊
の
見
出
し
に
は
、
戦

意
を
あ
お
っ
て
い
た
と
い

う
新
聞
人
の
罪
深
さ
。

大
き
な
国
力
差
が
あ
る

米
国
と
戦
い
始
め
た
こ
と

自
体
愚
か
な
こ
と
だ
が
、

じ
り
貧
に
至
っ
た
段
階
で

和
平
を
模
索
す
る
べ
き
だ

っ
た
。

今
の
北
朝
鮮
に
も
そ
の

こ
と
は
当
て
は
ま
る
。

度
重
な
る
国
連
決
議
を

全
く
無
視
し
て
ミ
サ
イ
ル

や
核
実
験
を
い
つ
ま
で
や

る
の
か
。

亡
国
へ
の
道
を
ひ
た
走

っ
て
い
る
と
し
か
思
え
な

い
。

戦
時
は
学
徒
出
陣
の
下

の
世
代
も
戦
力
だ
っ
た
。

労
働
力
不
足
を
補
う
た

め
、
旧
制
中
学
や
高
等
女

学
校
の
生
徒
な
ど
が
軍
需

工
場
や
土
木
作
業
、
食
糧

生
産
に
投
入
さ
れ
た
。

昭
和

年
、
私
は
数
え

18

年

歳
の
小
学
校
６
年
生

13
で
、
翌

年
に
旧
制
中
学

19

に
入
学
。
授
業
料
は
８
円

だ
っ
た
。

年
８
月

日
の
敗
戦

20

15

で
軍
事
教
練
費
が
不
要
と

な
り
、
そ
の
負
担

銭
が

20

差
し
引
か
れ
、
授
業
料
が

７
円

銭
に
値
下
げ
さ
れ

80

た
こ
と
が
私
の
記
憶
に
残

っ
て
い
る
。

自
民
党
は
各
委
員
会
の

与
野
党
質
問
時
間
を
、
従

来
の
与
野
党
２
対
８
（
２

０
０
９
年
民
主
党
政
権
で

作
ら
れ
た
も
の
）
か
ら
、

あ
る
意
識
調
査
（
従
来
通

り

・
８
％
、
５
対
５
が

39・
０
％
）
を
見
た
か
ら

37か
、
議
席
数
を
基
に
５
対

５
に
変
え
る
こ
と
を
要
求

し
て
い
る
。
し
か
も
純
粋

に
議
席
数
で
配
分
す
れ
ば

７
対
３
に
な
る
の
を
大
幅

譲
歩
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
。

憲
法
学
者
は
、「
こ
の
問

題
を
考
え
る
際
に
は
国
会

の
役
割
と
い
う
そ
も
そ
も

論
ま
で
立
ち
返
ら
ね
ば
」

と
言
い
、
憲
法
を
よ
く
学

べ
と
言
っ
て
い
る
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

月
11

12

日
付
で
一
橋
大
学
只
野
教

授
（
憲
法
学
）
は
、
民
主

主
義
の
基
本
で
あ
る
少
数

派
の
権
利
を
「
少
数
派
権
」

と
し
重
視
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

前
国
会
で
野
党
は
憲
法

条
を
活
用
し
、
議
員
の

53４
分
の
１
以
上
の
要
求
で

臨
時
国
会
を
召
集
す
る
こ

と
を
一
致
し
て
求
め
た
。

「
少
数
派
権
」
の
行
使
で

あ
る
。
し
か
し
政
府
与
党

は
無
視
し
無
謀
な
冒
頭
解

散
を
し
た
。

国
会
の
役
割
は
、
国
の

唯
一
の
立
法
機
関
で
あ
る

（

条
）、
と
同
時
に
内
閣

41
と
連
帯
し
て
責
任
を
負
う

と
あ
る
（

条
）。
そ
の
趣

66

旨
は
、
国
会
は
内
閣
を
監

視
し
、
主
権
者
国
民
に
対

し
共
に
責
任
を
負
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら

質
問
時
間
配
分
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

通
常
、
法
案
等
は
政
府

と
与
党
が
充
分
に
話
し
合

い
提
出
さ
れ
る
。
だ
か
ら

与
党
議
員
の
質
問
は
、
問

題
点
指
摘
は
な
く
賛
成
質

問
で
あ
り
、
時
間
が
余
っ

た
の
で
「
般
若
心
経
を
読

む
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が

起
こ
る
の
で
あ
る
。

野
党
議
員
の
質
問
は
新

し
い
問
題
点
を
国
民
に
示

す
こ
と
が
多
い
。
野
党
に

時
間
を
多
く
配
分
す
る「
少

数
派
権
」
は
、
議
院
内
閣

制
を
と
る
国
の
大
勢
で
あ

る
。「

謙
虚
」「
謙
虚
」
を
連

発
し
た
第
４
次
安
倍
内
閣

だ
か
ら
、
こ
の
大
勢
に
も

し
た
が
い
、
従
来
の
２
対

８
配
分
を
維
持
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

死
の
商
人

大
統
領
は
横
田
基
地
か

ら
入
っ
て
き
た
。
日
本
の

管
制
官
の
許
可
を
得
な
い

で
だ
。
帰
り
も
こ
こ
か
ら

だ
っ
た
と
。
こ
ん
な
こ
と

が
出
来
る
カ
ズ
は
５
万
人

以
上
も
い
る
ん
だ
と
か
。

だ
か
ら
犯
罪
を
起
こ
し
た

米
兵
な
ど
は
、
早
く
捕
ま

え
な
い
と
日
本
か
ら
居
な

く
な
る
ん
だ
が
、
今
度
の

ト
ッ
プ
会
談
で
関
係
す
る

話
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
。

▲
日
本
を
守
る
と
言
う
日

米
安
保
に
、
日
ご
ろ
危
険

を
感
じ
て
生
き
て
い
る
沖

縄
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
強

く
要
求
さ
れ
て
い
た
「
地

位
協
定
」
は
、
首
相
の
心

に
は
無
か
っ
た
ん
だ
。
ゴ

ル
フ
が
一
緒
に
出
来
る
と

嬉
々
と
し
て
い
た
と
の
報

道
だ
っ
た
か
ら
ナ
ー
。

▲
先
に
来
た
お
ネ
ー
チ
ャ

ン
に
は
ナ
ン
ト
カ
基
金
と

か
で
金
を
出
す
こ
と
に
し

た
し
、
最
新
の
兵
器
だ
か

ら
「
買
え
」
と
言
わ
れ
て

そ
の
約
束
を
し
た
し
ト
。

北
朝
鮮
を
理
由
に
最
高
の

商
い
を
し
て
行
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
の
。
こ
れ
が
資
本

主
義
の
行
く
末
だ
。
こ
れ

を
消
費
し
な
け
れ
ば
資
本

主
義
の
継
続
が
な
い
か
ら
、

次
は
戦
争
と
な
る
の
か
、

世
界
遺
産
の
富
士
山
の
ふ

も
と
で
、
人
殺
し
の
演
習

と
称
し
て
費
や
す
の
か
。

▲
最
高
の
圧
力
を
確
認
し

て
話
し
合
い
を
否
定
し
た

２
人
。
首
相
の
「
対
話
の

た
め
の
対
話
は
意
味
が
な

い
」
と
は
、
会
う
こ
と
が

嫌
だ
と
言
う
こ
と
か
。
ゴ

ル
フ
の
為
の
話
し
合
い
か

・
話
し
合
い
の
為
の
ゴ
ル

フ
だ
っ
た
か
、
彼
が
少
し

も
痛
み
を
感
ず
る
話
は
し

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
北

に
行
っ
て
ゴ
ル
フ
を
し
て

来
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
の
。

ゴ
ル
フ
で
平
和
外
交
と
、

世
界
中
か
ら
讃
え
ら
れ
る

事
必
定
で
す
よ
。

▲
彼
の
滞
在
中
の
報
道

は
、
ピ
コ
と
ど
う
し
た

と
か
、
何
を
食
っ
た
と

か
賑
や
か
な
も
の
だ
っ

た
が
サ
、
な
に
か
国
民

の
為
に
良
い
こ
と
あ
っ

た
の
か
ネ
ー
。（
石
川
）

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

月

日
付

11

12


